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令和３年度第４回 山県市教育委員会定例会議事録 

 

１ 日時 

令和３年８月２７日（金） 午前９時００分～午前１１時５５分 

２ 場所 

山県市役所３階 会議室３０４ 

３ 出席者 

教育長  服部 和也 

委 員  千葉 純    委 員  川田 八重子 

委 員  堀 惠子    委 員  大野 良輔 

事務局 学校教育課長     日置 智夫 

生涯学習課主幹    山田 昌宏 

学校教育課課長補佐  渡瀬 和則 

４ 議事日程 

日程第１ 前回議事録の承認 

日程第２ 議事録署名者の指名 

日程第３ 議事 

報第１２号 令和２年度山県市教育委員会決算の成果説明の報告について 

議第７号  令和２年度山県市教育委員会事務事業の点検及び評価について                                                    

議第８号  山県市議会に提出する、令和３年度一般会計予算（教育予算）の補

正（第４号）についての意見を市長に申し出ることについて 

議第９号  県費負担教職員の任命の内申について 

日程第４ 諸般の報告 

日程第５ その他 

５ 会議の概要 

別添のとおり 
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午前９時００分 開会 

 

日程第１ 前回議事録の承認 

教育長 ＜議事録について説明を求める。＞ 

学校教育課課

長補佐 

＜議事録について説明する。＞ 

教育長 ＜議事録について各委員の意見を求める。＞ 

教育長 ＜委員からの意見がないため、議事録について承認を求める。＞ 

教育長 ＜全員異議なしにより、議事録について原案のとおり議決する。＞ 

日程第２ 議事録署名者の指名 

教育長 ＜議事録署名者に千葉委員を指名。＞ 

日程第３ 議事 

報第１２号 令和２年度山県市教育委員会決算の成果説明の報告について 

教育長 ＜報第１２号について説明を求める。＞ 

学校教育課課

長補佐 

＜報第１２号について説明する。＞ 

学校教育課長 ＜報第１２号について要点を補足説明する。＞ 

生涯学習課主

幹 

＜報第１２号について要点を補足説明する。＞ 

教育長 ＜報第１２号について各委員の意見を求める。＞ 

川田委員 １５０ページの富岡小学校駐車場整備事業について、広く整備して

いただけたのでありがたく思っています。駐車場の入口以外は砕石で

すが、この表現だとすべての部分がアスファルト舗装されているよう

に感じます。 

学校教育課課

長補佐 

舗装というと、一般的にはアスファルトやコンクリートを思います

が、砕石でも舗装と呼ぶようなのでこう表記しました。 

教育長 間違いではないが、誤解される可能性があるので、何かあれば補足

するということでお願いします。 

大野委員 １４７ページの教育サポーターというのはいわゆる教育相談的なこ

とを配慮するサポーターで、特別教育サポーターというのは学習指導

をするサポーターと考えていいですか。また、報酬は時給ですか。 
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学校教育課長 教育サポーターは、支援が必要な子についてあげるというイメージ

で、日額７，０００円です。特別教育サポーターは、教員免許を持っ

ており授業をし、日額８，０００円です。 

大野委員 １４８ページの小学校トイレ改修工事について、伊自良北小学校の

２階以上はまだですね。 

学校教育課長 ２階以上はまだです。まずは１階を実施しました。 

大野委員 すべての小中学校の１階について、洋式化が完了したということで

すか。 

学校教育課長 一応、すべての小中学校で完了したといえますが、平成１５年に建

設された高富小学校は、洋式よりも和式のほうが多い状態です。 

大野委員 ぜひとも今後も進めていただきたいと思います。 

１５２ページの小学生就学援助事業について、小学校も中学校も支

給対象者の割合が約１２％ですが、多いのか少ないのか、いかがでし

ょうか。 

学校教育課長 前年度から減ってはいますが、子どもの数も減っているので、純粋

に減っているということにはならないと思います。 

大野委員 １５３ページのＧＩＧＡスクール一人１台端末購入について、 

ｉＰａｄを選定した理由はどんなことがありましたか。 

学校教育課長 外部の見識のある方にも入っていただいた選定委員会を開き、機種

を指定しました。ｉＰａｄは実績があり、カバーを開けばすぐに電源

が入るという利点もあります。また、使っていくうちに、子どもたち

と文書を送受信したりプレゼンテーションをしたりするアプリが使い

やすいということがわかってきました。また、親のｉＰｈｏｎｅを使

って操作に慣れている子どもたちが多いので、違和感はないようで

す。今のところ、学校現場からｉＰａｄに対する不満は聞こえてきま

せんし、破損に対して丈夫という声は聞いています。 

大野委員 高校の現場では、教師用のパソコンがノートからデスクトップに変

わってきています。ｉＰａｄしかない、という発想ではなく、こうい

う変化に柔軟に対応していただきたいと思います。 

１５６ページの中学校管理備品購入について、高校の場合は毎年

度、生徒用のイスや机４０台くらいの更新予算がありますが、そうい

う予算はありますか。 



 

- 4 - 
 

学校教育課長 経年劣化した備品が多い学校からの要望に基づいて、計画的に一度

に更新しています。更新の区切りがついたので、今年度は計画がない

と思います。 

大野委員 できれば、一度にではなく毎年度予算を確保して、各学校に２台で

も３台でも必要な台数を配布しながら更新していくほうがいいのでは

ないかと思います。 

大野委員 １５９ページの学校コラボレーター事業について、地域コーディネ

ーター謝礼の単価はいくらでしょうか。また、事業実績の７１４人と

はどういう人数でしょうか。 

学校教育課長 地域コーディネーターの報償費は１時間１，０５０円です。７１４

人という人数は、地域コーディネーターを含め、草刈りや野菜作り、

読み聞かせなどのボランティア活動をしていただいた方の延べ人数で

す。 

大野委員 美山のスクールバスは、１台に何人乗せているのですか。 

学校教育課長 ２２人乗りのバスが４台と２９人乗りのバスが２台あります。昨年

度は、密を避けるために乗車人数を少なくして増便し、近いところは

ピストン輸送しました。 

大野委員 ６台あれば、全員が乗っても密の状態にならないということでしょ

うか。 

学校教育課長 昨年度は、乗車率５０％を多少超えることもありましたが、路線を

変えるなどしてやりくりしました。今年度は、観光バスを参考にしな

がら対策しようと考えていましたが、増便することなく運行できてい

ます。 

千葉委員 就学援助事業については、大変いい事業だと思います。この事業は

以前からあったのでしょうか。ここ数年のうちに始まった事業でしょ

うか。 

学校教育課長 以前からあります。 

千葉委員 １６１ページからの公民館管理事業について、美山中央公民館の維

持管理費が他の中央公民館に比べて少し高いようです。講座数は高富

中央公民館のほうが多いようなので、使用頻度とは違う要因でしょう

か。 

生涯学習課主

幹 

ホールもありますし建物が大きいので、点検や清掃業務などの維持

管理費の差だと思います。 
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千葉委員 １６７ページの各種社会教育団体補助金について、昨年度から今年

度にかけてはコロナウイルスのまん延もあり、それぞれの団体が予定

していた行事ができないことがたくさんあったと思いますが、補助金

は、実績に対して交付するのでしょうか。 

生涯学習課主

幹 

事業ができなかったという場合は、３月末に補助金を返還していた

だいています。 

堀委員 避難所となる体育館に空調を整備したとありますが、避難所の整備

はどうなっているのでしょうか。 

生涯学習課主

幹 

総務課防災対策室で、小学校や公民館、総合体育館などの避難所を

指定しています。どこの避難所が実際に開設されるかということは、

雨量や災害の状況により異なります。 

堀委員 避難所の耐震補強や空調整備の進み具合はどうですか。 

学校教育課長 中学校の体育館には空調を整備しましたが、小学校の体育館はまだ

整備していません。 

生涯学習課主

幹 

公民館はすべて空調が整備されています。耐震補強はすべての施設

で完了しています。 

川田委員 総合体育館と各中学校体育館の空調整備工事について、総合体育館

の財源は１００％国費、中学校体育館のほうは国費と地方債と一般財

源となっていますが、この違いはなんでしょうか。 

生涯学習課主

幹 

総合体育館については、国のコロナ対策の交付金を全額活用できま

した。中学校体育館については、高富中学校分に地方債を活用し、残

りはコロナ対策の交付金を活用できました。 

大野委員 １５７ページの中学校教材備品購入について、小学校が載っていな

いのはなぜですか。また、予算の積算は、児童生徒一人当たりの単価

に人数を掛けたものでしょうか。 

学校教育課課

長補佐 

成果説明書に掲載する事業は、新規事業、前年度から拡充した事業

といった条件があるため、予算額が前年度から１千円減額となった小

学校教材備品購入については、記載しませんでした。予算額について

は、単価に児童生徒数や学級数を掛けた金額等で積算しております。 

教育長 ＜ほかに委員からの意見がないため、報第１２号について終了する。

＞ 

議第７号  令和２年度山県市教育委員会事務事業の点検及び評価について 

教育長 ＜議第７号について説明を求める。＞ 
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学校教育課課

長補佐 

＜議第７号について説明する。＞ 

学校教育課長 ＜議第７号について要点を補足説明する。＞ 

生涯学習課主

幹 

＜議第７号について要点を補足説明する。＞ 

大野委員 ９ページのラウンドテーブル教室の整備事業について、以前、教育

長から提案いただいて面白いと思いましたが、「予算計上に至らなか

った」というのは、財政的な問題なのか、雰囲気や盛り上がりがなか

ったのか、いかがでしょうか。 

学校教育課長 昨年度、新しい教育ビジョン２０２０を各学校長に伝えて約半年後

に、予算についての聞き取り調査を行った際、ラウンドテーブルをぜ

ひ使いたいという学校が数校ありました。本年度の６月から７月に、

梅原小学校、伊自良北小学校、美山小学校に整備しました。 

教育長 教育ビジョン２０２０は非常にたくさんの内容を盛り込んでいま

す。全部やりなさいではなく、校長先生が学校経営に必要なものを取

り入れてくださいとしています。 

川田委員 １０ページの目標「１人１実験のための備品整備」に対する評価に

ついて説明してください。 

学校教育課長 理科備品は、毎年、国の補助事業を活用して購入しており、１人１

実験に近づくように整備している段階です。 

大野委員 １３ページ、未来塾・放課後子ども教室の充実事業について、学生

ボランティア６人というのは、将来的に教員を志望しているような学

生でしょうか。 

生涯学習課主

幹 

学生ボランティアが教員を目指しているかどうかは分かりません。

学習支援員や学生ボランティアの数は増えましたが、もう少し増えな

いと、実施回数を増やすことは難しいようです。 

大野委員  放課後児童クラブには、教員免許を取得しようという思いを持った

岐阜女子大学や岐阜聖徳学園大学の学生さんがいます。このあたりか

ら人材を発掘する方法もあると思います。 

千葉委員 学生ボランティアの手当を上げれば集まるのかわかりませんが、ア

ルバイトのような感覚プラス自分のスキルアップをあわせてやってみ

ようかなと思う学生が増えるといいと思います。 
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教育長 今回は、コロナの関係で、ＣやＤといった今までにはない評価をし

ているものもありますが、これが現実ですので、議会でもこう説明し

ます。 

教育長 ＜ほかに委員からの意見がないため、議第７号について承認を求め

る。＞ 

教育長 ＜全員異議なしにより、議第７号について原案のとおり議決する。＞ 

議第８号  山県市議会に提出する、令和３年度一般会計予算（教育予算）の補正

（第４号）についての意見を市長に申し出ることについて 

＜非公開案件であるため、議事録は別途作成＞ 

議第９号  県費負担教職員の任命の内申について 

＜非公開案件であるため、議事録は別途作成＞ 

日程第４ 諸般の報告 

教育長 2学期の始業に関して皆様の御意見を伺いながら方向性を定めたいと

思います。本来、今日が始業式でしたが、感染対策の具体的準備のた

めに、３０日に延期しました。 

３０日、３１日は、密を避けるために、学校によっては分散登校と

しています。それに加えて、オンライン授業への準備もお願いしてい

ます。この状況や、２９日までに子どもに感染者が出るか、濃厚接触

者が複数出るか、という判断基準で９月からの対応を決めていきま

す。 

学校でしっかりと感染防止対策をしているのに、普通に授業をして

いるだけで感染が拡大するようなら、学校閉鎖にするしかないと思い

ますが、家族内感染でひとり、ふたり、と出るだけなら、学級閉鎖が

適切だと思います。 

一方で、学力の層が広い義務教育にとって、オンライン授業の効果

があるのか疑問に思っています。必要なときには行えばいいですが、

子どもの様子を確認したり意見交換したりするには十分使えると思い

ますので、先生方には効果の上がるような使い方をしてほしいと思い

ます。 

大野委員 オンライン授業は学習支援であって、本来、授業をしたことにはな

らないと思っています。高校では９月は１学期の授業を復習するとい

うかたちで考えているようです。 
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午前１１時５５分 閉会 

私がオンラインでこだわっているのは、オンラインは道具であっ

て、道具を使うことに対して理解ができているかどうかということで

す。道具を使いこなすノウハウを子どもに習得させることは必要であ

り、責任でもあると思います。 

堀委員 基準をある程度決めておくのは大事だと思いますが、学校の授業等

では対策ができていたとしても、休み時間の子ども同士の接触は管理

しきれないので難しいと思います。 

教育長 何らかの判断を下す際に緊急に会議を開くことは困難ですので、こ

こで、方針について了承いただきたいと思います。 

それでは、来週、８月３０日、３１日の２日間を準備期間としてい

るので、残りの３日間は、通常でできるなら通常、まだ準備があるよ

うなら分散登校と、教育委員会として一律で決めずに、学校の状況に

応じて対応することとしたいと思います。あとは、感染者が出て、隣

のクラスにも広がるようなら、学年、学校閉鎖も含めて対応すること

といたします。 

今後、何らかの判断を下した際には、連絡いたします。 


